













































GFA-Rとの間に強い正の相関（r＝ .44 - .78），SRS-18との



























随伴性」の効果が有意であることが示された（β＝.51 - .78 
, ps＜ .05）。また，TAC-24の「放棄・諦め」において，「正
の強化の随伴性」が- １SDのときに，「負の強化の随伴性」
の効果が有意であった（β＝ .74, p＝ .02）。
【総合的考察】ギャンブル行動がストレス状況の回避といっ
た負の強化の機能的側面が強い者ほど，ギャンブルをやめ
ることを放棄する傾向とストレス反応が高いことが示され
た。また，正の強化的側面が弱く，負の強化的側面のみが
強い者は，問題を放棄する傾向が高いことが示された。
